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B－95　　布地の物性からみた袖付の見映えについて

　　　　大阪女子学園短大　北村｝モエ　○清水信子

　　　　帝塚山学院短大　　南日朋子　金集悦子　加藤美紀

　目的　ブレザーの製作設計に於いて、布地の選定基本としての条件限度を知る必要を感

じた。そこでブレザーの袖付について見映えをよくするために、袖山の深さ、袖巾の渡り

袖山の形、いせこみヽ量等が、物性の変化といかに対応出来るか、その可能限度を実験研究

した。

　方法　先に袖付の見映えについての実験で、袖山の高さ、いせ量の変化等の25種類のブ

レザーを製作し、学生52名による評価判定の結果、一番良いとされたパタ~ンを本実験の

パターンに選び、資料布はブレザーとして市場でよく消化されている10種類を選定した。

製作は量産工程と同じ条件による裁断、縫製をし、着装検査用ボディに着装させ、衣服製

作経験者５名により、出来映えについて評価判定を行い、袖のバング、袖山のいせの美し

さ並びに総合評価を行い布地との相関関係について研究した。

　結果　ノヽング、袖山のいせ量の両者が良いと評価されたのは、資料鹿2でレーヨン１００

価の綾織物であった。両者を合せた総合評価では、資料胤10でノヽング評価も上位にあり、

糸使いはトリアセテート70 %、ポリエステル30 %の混紡による平織であった。資料鹿2、

鳶10のいずれもカンチレバー法による曲げかたさの数値が低い値を示していた。

B－96　　歩行中のスカートの斌動に-7 い7

　　　　福井大工　　　　石川友訊｀郎

　　　　愛知淑徳短文　〇竹下弓３　而尻蛎ぷ

　目的　歩行中のスカートの美しい揺れλは、スカ- ト布地<n性質t｡共ふ　脚ちよ^■■警部

の動き伊S 彿IV 関係しマレ、る。前段7ヽ磐部の運動､て関t る資料t *'めft が、次V) 7- M用し

reスカートか･歩行時にどのような槐動^ 尽すのか. ^のi-s楚d^債料を駅｀め技。

　方蔵　３ミリシネカメラフ･歩行中のべカードの動き( タテ方向あ･よび■ヨコ方向）z前面

からとりえる§的孔　スカートに目印% つIす( XカーI- 莉t 'lご線ぷ･よび？れよリ左右･て平

行1り0 cmの-it a と、ウェスト7 Aンおよび? れよリ下方に平行､い5 cmずつ敵れた位置との

交点、計IS り･所）、歩行中区おけるこ、れらのi 印,5､の動きt ?ミ･) iネカズラフ･撮影し、

でれ■£投影、拡文して蚕目印点の上下。左泊方向への檀動1を測定した.実験斥用い瓦ス

カ~トは学生ヵT日南僕嗣し７いるもので･、スカ- トのS! ､ま震、クス付七ミタイト, ぞヤサ1‘

－あ･よびタイト久カードの3種のものを先ず‘検討してみ瓦。

　結災　①歩行中のスカートの穐動参動には明らか､こ周期挫が･認められ、このm期運動･こ

遠目して、？の運動状態-k 解析し、次のような矢・S か得られた。Rスカ-トのヨコ方向の

振tt について升る巳. スカートの形収氷喩係なく- 片脚の運動周期の約倍の周期を坪ち(

約0､^％）且つ振巾<n 友きい振動か観測される。次1て夕T 方向の振勧につレ･て々る（振動

数ぽぺさい（約o.2弛約o､ふ％および約り％）か･振巾・比較的大きな振動詐名む則寸れ、その

細部はX.カードの形状や観測点｡の徨－等､こよ- ' T 異る。③振動戴がI ％以上の根動ドつレ･

マみると、予の振動挙動はX,カー1ヽの形状や韻潮点のｲ■±置および蒐用者<r>脚部の運動特鮫

ギ・影響もnえりA、本実験ヽの範囲内マ･＼S一局隻的な傾向をよみとることa 国雄i-･あ・r-、




